
田畑修一郎に関する文献

〈本人の著作〉

1935 田畑修一郎「南方」『早稲田文学』2－6 号 早稲田文学社

1936 田畑修一郎「小説雑感」『早稲田文学』3－10 号 早稲田文学社

1937 田畑修一郎「川崎長太郎論」『早稲田文学』4－9 号 早稲田文学社

1938 田畑修一郎「平等院その他」『早稲田文学』5－1 号 早稲田文学社

田畑修一郎「霧の中」『早稲田文学』4 号 早稲田文学社

田畑修一郎『鳥羽家の子供 短篇集［他九篇］』砂子屋書房

田畑修一郎「霧の中」『日本小説代表作全集 １』小山書店

1939 田畑修一郎『乳牛 短篇集』砂子屋書房

田畑修一郎『鳥打帽』赤塚書房

田畑修一郎「井伏氏その他」『早稲田文学』6－12 号 早稲田文学社

田畑修一郎「赤松谷」『文学者』1－4 号 文学社

1940 田畑修一郎『狐の子 小説集［他九篇］』ぐろりあ・そさえて

田畑修一郎「花近く」『短篇四十人集』厚生閣

田畑修一郎「冬野原」川端康成等編『日本小説代表作全集 ５』小山書店

田畑修一郎『石ころ路 短篇傑作集』人文書院

丹羽文雄 田畑修一郎編『新風』創刊号 新風社

田畑修一郎「栄螺」『新風土』3－6 号 小山書店

田畑修一郎「震災前後」『早稲田文学』7－11 号 早稲田文学社

1941 田畑修一郎『蜥蜴の歌 短篇小説集』墨水書房

田畑修一郎『医師高間房一氏』砂子屋書房

田畑修一郎「創作－起伏」『政界往来 = Political journal』12－6 号 政界往来社

田畑修一郎「外房にて」『新風土』4－3 号 小山書店

田畑修一郎「作品」『早稲田文学』8－12 号 早稲田文学社

1942 坪田勝『トロイの木馬』田畑修一郎編 街の会

田畑修一郎『さかだち学校』偕成社

田畑修一郎「マレ－作戦報告を読んで」『文藝』10－5 号 改造社

1943 田畑修一郎「泥と赤土」『十年』二見書房

田畑修一郎『文芸手帖』三杏書院

田畑修一郎『出雲・石見』小山書房

1944 田畑修一郎『郷愁』翼賛出版協会

田畑修一郎『ぼくの満洲旅行記』金の星社

1947 田畑修一郎「鳥羽家の子供」掛川長平編『現代珠玉集 第２輯』鳳文書林

1948 田畑修一郎「鳥羽家の子供」広津和郎ほか編『現代文学代表作全集 第３巻』万里閣

1951 田畑修一郎「鳥羽家の子供」「南方」「石ころ路」日本近代文学研究会編『現代日本小説大系 第５４巻』

河出書房

1954 田畑修一郎「さかだち学校」『日本児童文学全集 11 少年少女小説篇 ３版』河出書房

1955 田畑修一郎「鳥羽家の子供」『昭和文学全集 第 53 巻 昭和短篇集』角川書店



1955 田畑修一郎「鳥羽家の子供」「南方」「石ころ路」日本近代文学研究会 編『現代日本小説大系 第 56 巻』

河出書房新社

1956 『現代日本文学全集 第 79（十一谷義三郎,田畑修一郎,北条民雄,中島敦集）』筑摩書房

1959 田畑修一郎「鳥羽家の子供」『ふるさとの文学（近代）』島根県国語教育研究会

1960 田畑修一郎「赤松谷 略図」『日本短編文学全集』44 巻 筑摩書房

1961 田畑修一郎『新風土記「出雲・石見」』石見詩人社

1964 『日本現代文学全集 梶井基次郎・田畑修一郎・中島敦集 82』講談社

田畑修一郎「鳥羽家の子供」『日本文学全集 第 71 (名作集 第 3(昭和篇 上))』新潮社

1968 田畑修一郎「鳥羽家の子供」『現代文学大系 第 64 (現代名作集 第 2)』筑摩書房

1970 田畑修一郎『出雲・石見 新風土記』石見詩人社

田畑修一郎「赤松谷」「略図」『日本短篇文学全集 第４４巻』筑摩書房

田畑修一郎「鳥羽家の子供」『日本の文学 第 79 (名作集 第三)』中央公論社

田畑修一郎「石ころ路」『日本文学全集 88』集英社

田畑修一郎『風土記 出雲 石見』石見詩人社

1973 田畑修一郎「鳥羽家の子供」『現代日本文学大系 91 (現代名作集 1)』筑摩書房

田畑修一郎「鳥羽家の子供」『日本の文学 79』中央公論社

1976 田畑修一郎「石ころ路」『土とふるさとの文学全集』8 巻 家の光協会

1978 『日本児童文学大系 24 吉田甲子太郎・椋鳩十・林芙美子・田畑修一郎集』ほるぷ出版

1979 田畑修一郎「鳥羽家の子供」『現代日本文学大系 現代名作集１』91 巻 筑摩書房

田畑修一郎「鳥羽家の子供」『日本の文学』79 巻 中央公論社

1980 『筑摩現代文学大系 60 田畑修一郎 木山捷平 小沼丹集』筑摩書房

田畑修一郎『田畑修一郎全集 第 1～3 巻』冬夏書房

雑木林編集部編『田畑文学をめぐる三篇』田畑文学を守る会

『日本現代文学全集 82（梶井基次郎・田畑修一郎・中島敦集）』講談社

1986 田畑修一郎『鳥羽家の子供』田畑文学を守る会

1991 田畑修一郎「益田市『郷愁』」『国文学解釈と鑑賞 別冊』至文堂

田畑修一郎『風土記 出雲・石見』田畑文学を守る会

田畑修一郎『鳥羽家の子供』田畑文学作品復刊シリ－ズ第 1 集 田畑文学を語る会

田畑修一郎『風土記 出雲・石見』復刻版 白想社

1992 田畑修一郎「せつない話 二つの部屋」『愛の迷宮』文芸春秋

田畑修一郎『ふるさと・ユウカリ樹・椎山・盆踊り』田畑文学作品復刊シリ－ズ第 2 集 田畑文学を語る会

1993 田畑修一郎『さかだち学校』田畑文学作品復刊シリ－ズ第 3 集 田畑文学を語る会

田畑修一郎「鳥羽家の子供」『ふるさと文学館 島根』第 38 巻 ぎょうせい

2004 田畑修一郎文芸作品復刊委員会編『出雲・石見』ハ－ベスト出版

2005 田畑修一郎『鳥羽家の子供 白い子・黒い子 青い雪 田畑修一郎作品集』田畑修一郎生誕 100 年祭実行委

員会

2005 『鳥羽家の子供 田畑修一郎作品集』田畑修一郎生誕 100 年祭実行委員会



〈評伝・書評〉

1957 小野伸代『田畑修一郎』益田市立図書館

浅見 淵「田畑修一郎」『昭和の作家たち』弘文堂

「田畑文学の底辺」「田畑修一郎考」『研究紀要 １』島根県立益田工業高等学校

1959 浜川 博「田畑修一郎 出雲・石見への郷愁」『山陰文学の旅』今井書店

木村 毅「石見の風格 田畑修一郎」『瀬戸内海・中国路』宝文館

山崎克彦編「作家 田畑修一郎」『石見人物抄 上巻』島根社会文化研究所

1963 山室 静「田畑修一郎論」『踊り場にて 作家論と感想』弥生書房

和田芳恵「傷つき合うまま母とこども・鳥羽家の子供・〈田畑修一郎〉」『女性のための名作・人生案内』

創思社

1964 堀川 潭「田畑修一郎氏追悼」『文学生活』新文化社

1965 矢富厳夫『田畑修一郎考 「街」と早稲田』矢富厳夫

1966 「特集 田畑修一郎研究」『いわみ野 ２』島根県立益田工業高等学校文芸部

1968 伊沢元美編「石見編 十六 田畑修一郎」『島根文学地図』今井書店

『明治百年 島根の百傑』島根県教育委員会

「田畑修一郎考」『研究紀要 ２』島根県立益田工業高等学校

1969 矢富厳夫「田畑修一郎考」『研究紀要 ３～４』島根県立益田工業高等学校

1970 矢富厳夫「「出雲・石見」の郷愁と抒情性」『表現論集 篠原実教授退官記念』島根大学教育学部国語研究室

1972 紅野敏郎「「マイナ－作家」の位置づけ－－郡虎彦・豊島与志雄・佐佐木茂索・田畑修一郎をめぐって」『季

刊文学・語学』日本古典文学会

田畑修一郎「雪舟」『ますだ 文学散歩』島根県立益田高等学校文芸部

小原幹雄・伊沢元美「近代 三、田畑修一郎の『出雲・石見』」『出雲・石見文学風土記』園山書店

瀬沼茂樹「大正・昭和の作家たち 田畑修一郎」『展望 現代日本文学』集英社

1975 『益校文学』第 25 号 特集田畑修一郎研究 島根県立益田高等学校

1977 『現代益田文学史』矢富厳夫

1981 匠秀夫「「マイナ－作家」の位置づけ－郡虎彦・豊島与志雄・佐佐木茂索・松永延造・田畑修一郎をめぐっ

て」『大正の文学』有精堂出版

坂根俊英『田畑修一郎覚え書 大正 13 年から昭和 11 年まで』尾道短期大学

『益高文学 31 号 田畑修一郎特集』益田高等学校文芸部

1982 『益高文学 32 号 特集 高文連文学部門担当田畑修一郎研究』益田高等学校文芸部

「第九章 太平洋戦争下の山陰 田畑修一郎」『新聞に見る山陰の世相百年』山陰中央新報創刊百周年記念

山陰中央新報社

1985 高田 宏「望郷旅人 田畑修一郎」『雪日本 心日本』中央公論社

1986 渡辺利喜子『石ころの詩 武蔵野の田畑修一郎』渡辺利喜子

1987 渡辺利喜子『谷間の詩 田畑修一郎への手紙』渡辺利喜子

1988 野津千恵子「田畑修一郎と『出雲・石見』」『津和野郷土誌』松江文庫

1989 上村武男「修一郎の空気－田畑修一郎、石見益田」『山陰を旅する人たち』編集工房ノア

1991 「第９章 第三次「早稲田文学」と昭和の作家たち 田畑修一郎」『早稲田と文学の一世紀 早稲田文学 創刊

100 年記念展図録』早稲田大学図書館

1993 「田畑修一郎」『阿佐ヶ谷文士村 阿佐ヶ谷会の文士たち』杉並区立阿佐ヶ谷図書館



1994 渡辺利喜子『田畑修一郎の手紙 愛惜の作家生活をたどる』武蔵野書房

1995 田畑修一郎『醫師高間房一氏』田畑文学作品復刊シリ－ズ第 4集 田畑文学を語る会

1996 田畑修一郎「鳥羽家の子供」『しまね近代文学読本』島根県立島根女子短期大学国語国文会

1997 『郷愁の作家 田畑修一郎』高田頼昌

1998 渡辺利喜子「田畑修一郎の手紙 －杉本捷雄宛の手紙と同人雑誌－」『作文』169 集 作文社

1999 『益田発 Nice To Meet You』1999 年 10 月号 レディスますだ

2000 「益田 田畑修一郎」『山陰文学の道 鳥取・島根・山口』鳥取・島根・山口３県企画合同会議

2003 渡辺利喜子『田畑文学との歳月 田畑修一郎生誕百年』武蔵野書房

益田市文化協会編『田畑修一郎生誕百年祭 ふるさとが生んだ郷愁の作家・益田市名誉市民』益田市文化協

会

2004 渡辺利喜子『田畑修一郎作品集 蜥蜴の歌ほか』田畑修一郎生誕 100 年祭実行委員会

山崎克彦「小説家 田畑修一郎」『石見の小説家と歌人』山崎克彦

2005 高田 宏「エッセ－名品抄(7)田畑修一郎「出雲・石見」」『季刊銀花』文化学園文化出版局

大河内昭爾「山陰 島根Ⅰ」『文壇人國記 西日本』おうふう

古木春哉「田畑修一郎の回生」『保田與重郎の維新文学 私のその述志案内』白河書院

2007 紅野敏郎「本・人・出版社(102)「新文学叢書」(赤塚書房)の一冊・田畑修一郎『鳥打帽』」『国文学

解釈と鑑賞』72－7 号 ぎょうせい

2007 紅野敏郎「本・人・出版社(104)深沢紅子装幀・田畑修一郎の『蜥蜴の歌』(墨水書房)」『国文学

解釈と鑑賞』72－10 号 ぎょうせい

2009 高田頼昌「文化編文学 田畑修一郎」『石見ふるさと大百科 決定版』郷土出版社

2010 後山光行「芥川賞候補作家 田畑修一郎 益田」『舞台になった石見（一）』粋青舎

高田頼昌「田畑修一郎」『人物しまね文学館』山陰中央新報社

2011 「郷愁の作家 田畑修一郎 －幼いころの体験をバネにした田畑文学」『益田ふるさと物語 ふるさと読本』

益田市教育委員会

－ 『しまね文学マップ 島根を愛した文人たち 島根の文学とゆかりの地探訪』島根県環境生活部文化振興課

平成 24 年 10 月 2 日現在。今後、増補改訂を進めます。


